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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第61期

第１四半期累計期間
第62期

第１四半期累計期間
第61期

会計期間
自 2018年３月１日
至 2018年５月31日

自 2019年３月１日
至 2019年５月31日

自 2018年３月１日
至 2019年２月28日

営業収益 (百万円) 30,491 32,353 127,323

経常利益 (百万円) 1,177 1,083 4,937

四半期(当期)純利益 (百万円) 790 725 3,161

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) － － －

資本金 (百万円) 3,114 3,114 3,114

発行済株式総数 (株) 19,864,600 19,864,600 19,864,600

純資産額 (百万円) 29,517 32,134 31,677

総資産額 (百万円) 61,103 64,889 63,834

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 40.00 36.66 159.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 39.86 36.54 159.35

１株当たり配当額 (円) － － 26.00

自己資本比率 (％) 48.2 49.4 49.5
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計期間に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高及び営業収入の合計額を営業収益として表示しております。なお、営業収益には消費税等は含まれて

おりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

 
１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、当社は商品小売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしておりません。

　また、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期

会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前会計

期間との比較・分析を行っております。

 
(1) 財政状態の状況

　当第１四半期会計期間末において、前事業年度末の財政状態と比べて主な変動は次のとおりであります。

　資産の部においては、有形固定資産は、既存店２店舗の改装などにより、２億40百万円増加し434億39百万円となり

ました。

　負債の部においては、流動負債は、買掛金の増加10億70百万円、未払金の減少７億95百万円があったことなどによ

り、２億25百万円増加し、167億57百万円となりました。固定負債は、長期借入金の増加４億31百万円等により、３億

71百万円増加し159億98百万円となりました。純資産の部においては、利益剰余金の増加等により、４億57百万円増加

し321億34百万円となりました。

 
(2) 経営成績の状況

　① 営業収益

　　売上高は、前年同四半期に比べ18億18百万円増加し、315億３百万円（前年同期比6.1％増）となり、営業収入　

　は、前年同四半期に比べ43百万円増加し、８億50百万円（前年同期比5.4％増）となりました。

　　以上の結果、営業収益は、前年同四半期に比べ18億62百万円増加し、323億53百万円（前年同期比6.1％増）とな

　りました。

　　この主な要因は、前事業年度開店店舗の増収によるものであります。なお、既存店舗の売上高前年比は100.6％で

　ありました。

 
　② 営業利益

　　営業利益は、前年同四半期に比べ93百万円減少し、10億94百万円（前年同期比7.8％減）となりました。

　　当第１四半期は前年同四半期と比較し、売上高営業利益率が低下しました。この主な要因は、営業総利益の増加

　以上に販売費及び一般管理費が増加したことであります。

 
　③ 経常利益

　　経常利益は、前年同四半期に比べ93百万円減少し、10億83百万円（前年同期比8.0％減）となりました。売上高

　に対する経常利益の比率は、前年同四半期と比べ0.5ポイント低下し、3.44％となりました。

 
　④ 四半期純利益

　　税引前四半期純利益につきましては、前年同四半期に比べ99百万円減少し、10億78百万円（前年同期比8.4％減）

　となり、法人税等負担額は前年同四半期に比べ33百万円減少し、３億53百万円（前年同期比8.7％減）となりまし

　た。その結果、当第１四半期における四半期純利益は前年同四半期に比べ65百万円減少し、７億25百万円（前年同

　期比8.3％減）となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 49,200,000

計 49,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,864,600 19,864,600
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は、
100株であります。

計 19,864,600 19,864,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2019年３月１日～
2019年５月31日

－ 19,864,600 － 3,114 － 3,057
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 90,000

 
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 19,773,200
 

 

197,732 ―

単元未満株式 普通株式 1,400
 

 

― ―

発行済株式総数 19,864,600 ― ―

総株主の議決権 ― 197,732 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 1,100株（議決権 

11個）含まれております。

２　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式27株を含んでおります。

３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2019年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  2019年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ハローズ
広島県福山市南蔵王町
六丁目26-7

90,000 ― 90,000 0.45

計 ― 90,000 ― 90,000 0.45
 

　（注）当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は87,174株であります。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第63号。

以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2019年３月１日から2019年５月

31日まで)及び第１四半期累計期間(2019年３月１日から2019年５月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（2007年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2019年２月28日)
当第１四半期会計期間
(2019年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,650 6,430

  売掛金 275 394

  商品 3,041 3,148

  貯蔵品 3 3

  その他 1,644 1,597

  貸倒引当金 △1 △1

  流動資産合計 10,613 11,574

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 42,264 42,186

    減価償却累計額 △16,984 △17,133

    建物及び構築物（純額） 25,279 25,053

   土地 13,785 13,861

   その他 9,994 10,654

    減価償却累計額 △5,860 △6,129

    その他（純額） 4,134 4,524

   有形固定資産合計 43,199 43,439

  無形固定資産   

   その他 573 513

   無形固定資産合計 573 513

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 2,298 2,316

   建設協力金 1,653 1,624

   長期前払費用 4,117 4,041

   その他 1,379 1,380

   貸倒引当金 △0 △0

   投資その他の資産合計 9,448 9,362

  固定資産合計 53,221 53,315

 資産合計 63,834 64,889
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2019年２月28日)
当第１四半期会計期間
(2019年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 6,369 7,440

  1年内返済予定の長期借入金 2,978 3,048

  リース債務 580 594

  未払金 1,892 1,096

  未払費用 1,052 1,350

  前受金 1,093 1,110

  未払法人税等 1,072 415

  ポイント引当金 439 461

  その他 1,052 1,240

  流動負債合計 16,531 16,757

 固定負債   

  長期借入金 8,750 9,182

  リース債務 1,267 1,236

  退職給付引当金 602 616

  資産除去債務 1,215 1,221

  預り建設協力金 1,120 1,080

  長期預り敷金保証金 1,706 1,714

  長期前受収益 619 605

  その他 344 341

  固定負債合計 15,626 15,998

 負債合計 32,157 32,755

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,114 3,114

  資本剰余金 3,066 3,067

  利益剰余金 25,519 25,967

  自己株式 △124 △120

  株主資本合計 31,575 32,028

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 0 0

  評価・換算差額等合計 0 0

 新株予約権 100 105

 純資産合計 31,677 32,134

負債純資産合計 63,834 64,889
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期累計期間
(自 2018年３月１日
　至 2018年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年５月31日)

売上高 29,684 31,503

売上原価 22,206 23,673

売上総利益 7,478 7,829

営業収入 806 850

営業総利益 8,285 8,680

販売費及び一般管理費   

 広告宣伝費 292 289

 消耗品費 296 320

 給料及び賞与 2,833 3,066

 株式報酬費用 5 5

 退職給付費用 13 15

 法定福利及び厚生費 365 383

 地代家賃 873 945

 賃借料 64 61

 水道光熱費 549 548

 修繕費 145 167

 減価償却費 687 720

 租税公課 157 205

 その他 813 856

 販売費及び一般管理費合計 7,097 7,585

営業利益 1,187 1,094

営業外収益   

 受取利息 7 6

 仕入割引 9 9

 受取保険金 2 6

 その他 8 8

 営業外収益合計 27 30

営業外費用   

 支払利息 37 34

 その他 0 6

 営業外費用合計 38 41

経常利益 1,177 1,083

特別利益   

 賃貸借契約解約益 1 －

 固定資産売却益 0 －

 新株予約権戻入益 0 －

 特別利益合計 1 －

特別損失   

 固定資産除却損 0 2

 固定資産売却損 － 2

 特別損失合計 0 4

税引前四半期純利益 1,178 1,078

法人税等 387 353

四半期純利益 790 725
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

(会計方針の変更等)

　該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期累計期間

(自 2019年３月１日 至 2019年５月31日)

税金費用の計算 　当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算出する方

法を採用しております。
 

 

(追加情報)

当第１四半期累計期間
(自 2019年３月１日 至 2019年５月31日)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期累計期間
(自　2018年３月１日
至　2018年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　2019年３月１日
至　2019年５月31日)

減価償却費 687百万円 720百万円

のれん償却額 18百万円 18百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 2018年３月１日 至 2018年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月24日
定時株主総会

普通株式 237 12 2018年２月28日 2018年５月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当第１四半期累計期間(自 2019年３月１日 至 2019年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月23日
定時株主総会

普通株式 276 14 2019年２月28日 2019年５月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

当社の所有する株式は、事業の運営において重要なものではありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

当社は、関連会社がないため、記載しておりません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、商品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 2018年３月１日
至 2018年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年３月１日
至 2019年５月31日)

 （1）１株当たり四半期純利益 40円00銭 36円66銭

    (算定上の基礎)   

  　四半期純利益(百万円) 790 725

 　 普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

  　普通株式に係る四半期純利益(百万円) 790 725

  　普通株式の期中平均株式数(株) 19,764,903 19,775,436

 （2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 39円86銭 36円54銭

    (算定上の基礎)   

  　四半期純利益調整額(百万円) ― ―

　　 普通株式増加数(株) 69,790 65,419

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年７月11日

株式会社ハローズ

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   神　　田　　正　　史    印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   河 　合 　聡 一　郎    印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハロー

ズの2019年３月１日から2020年２月29日までの第62期事業年度の第１四半期会計期間(2019年３月１日から2019年５月31

日まで)及び第１四半期累計期間(2019年３月１日から2019年５月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸

借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハローズの2019年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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